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栃木農試研報姦17（1975）

サツキ新品種「紀文の華」「晃雲」「碧』及び

　　アザレオデンドロン「茜雲」について

赤羽勝・高島大典・中枝健・山中昭雄

1　緒

円

　サツキは我国の本州中部以西に自生するツツ

ジ科ツツジ属植物の一種で，サツキツツジ

‘Rhododendrom　indi　cum　SWEET）

を省略した呼称であるが，園芸上は近縁種のマ

ルパサツキ（R．eriocarpum　NAKAI）を

包含し，それらの交雑品種も多い。サツキの園

芸化はキリシマッッジなどとともに17世紀後

半から18世紀初期（元緑一享保年代）の園芸

発達期にさかのぽるが，今日では大衆的趣味園

芸として全国に広く普及している。本県のサツ

キ生産は大正時代（1913〜26）に始まり民間育

種家による新品種の育成と，鹿沼土を用土とし

た苗木生産によって全国的に知られるようにな

ったが，・とくに近年はその苗木生産が農業経営

に導入さ瓶鹿沼市を中心とした地域の産業と

して発展しっつある。

　鹿沼分場では1963年から鹿沼土の農業的

利用による花木苗生産団地の育成に寄与する目

的で，サツキを中心としたッツジ類の新品種育

成を実施してきた。それらの成果の一部は既に

報告したが，1972年までに選抜した有望系

統のなかから4系統を命名し，1973年から

原苗を配布するにいたったので，その育成経過

と特性について報告する。なお，これらの品種

名は場内職員から候補名を募集し，横川信夫知

事が決定した。

　以上の4品種を育成するに当って，宇都宮大

学森谷憲教授，東京農業大学阿部定夫教授，野

菜試験場田村輝夫久留米支場長の各位からご指

導を戴き，農業技術研究所河合武室長には放射

線照射の労をわずらわし，その後の処理にっい

てもご指導を戴いた。前栃木県さ月会会長宇賀

神富作氏，栃木県さ月会理事栗橋渉氏，同理事

大久保広三氏の各位には供試材料の分譲と助言

を戴いた。ここに記して感謝の意を表する。

　H　育成経過並ぴに特性

1　紀文の華（きぶんのはな）

1）系統番号：6316｝】

2）育成経過

　花色のよい紋り底白で樹勢が強いはち花

向き品種を育成する目的で，1963年に

サツキ紀美の華‘花色のよい紋り底白であ

るが樹勢が弱い）に，文化（樹勢強い単色

底白）を交配し，1964年春にこの種子

をまき，苗箱で養成した。1966年露地

床，1967年には露地ほ場に栽植して選

抜を行った。本品種は1968年に第1次

予選ぐ主に花色・花型），1969年に第

　2次予選ぐ耐寒性など）を経てはち栽培に

移し，栄養系統についてさらに特性を調査

　し，1972年に紀文の華と命名した。

3）特性の概要

　開花期は両親品種より早く，5月20日

前後から始まり，サツキ品種としては早咲

きである。花色は淡紅色の地色に濃紅色の

伊達紋り‘大〜小，濃淡の混合した絞り）

や白絞りがはいる底白性で，底白のぬけ方

はよい方である。花型は一重丸弁の中輪

　（6〜7�p）でよく整っている。葉は長だ

円形または倒披針形の並葉で，大きさは中

位，表面に光沢がある。分枝は細く密生し
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